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【育成】
▶従来から４技能統合型の指導を
推進してきたが、課題のスピーキン
グ強化の一環として、2018年度1
年次から授業のほかにオンライン英
会話レッスンを導入
【評価】
▶進学・特進の全コースで外部英
語検定試験を受検
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特集●入試改革で変わること・変えること・変えられること

知
識
の
蓄
積
と
活
用
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
直
す

変
わ
る
！ 

高
校
の
授
業

高
校
の
授
業
が
変
わ
れ
ば
、高
校
生
は
変
わ
る
。

高
校
の
授
業
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

そ
の
実
践
例
を
紹
介
す
る
。

校長

広島県立　園北高等学校

柞磨昭孝 
たるまあきのり●1983年広島大学大学
院理学研究科修了。2007年文部科学大
臣優秀教員表彰。2014年広島県立安芸高
等学校校長を経て、2016年から現職。

新
入
試
世
代
入
学授

業
が
変
わ
る
こ
と
で

質
問
す
る
生
徒
が
増
加

高校での学力の３要素・英語４技能の育成と評価の取り組み例

CI
ICEモデルの３つのフェーズ

＊2015 年度広島県教育資料より。広島県では「課題発見・解決学習」の質をより高めるために、ICE モデルの
　活用を提唱している

新たに学んだことを本来
の学習の場から離れたと
ころで新しい形で使うと
き、まったく新しい状況に
応用すること、「それにど
んな意味があるのか」「自
分が世界を見る見方に
どう影響があるか」という
ことを理解していること

①教科の既習内容
②他教科の内容
③実生活の内容
などと、学んだことの
関係やつながりを理
解していること、ある
いはそれらとつなげ
て理解していること

①基本的な事項
②基礎的な事実関
係、定義
③基本的な概念
などの理解

E 応用・広がりつながり考え・基礎知識

思考力等＊1の育成と評価 主体性等＊2の育成と評価学校名

茨城県立
下妻第一高校

【育成】
▶１年次に履修する全教科・科目につ
いて、各分野・単元で育成する思考力
等の資質・能力をまとめた教育課程表
を作成。それをもとに思考力等の育成
につながるよう授業を改善
▶例えば日本史では、４、５時間に１回
程度、授業の最後に記述する時間を設
けるようにして、記述力と思考力を育成
【評価】
▶2016年度に定期考査の問題を見直し、
全教科で記述式問題を出題する方向とした

【育成／評価】
▶大学入試に対応するためだけで
なく、生徒が自らのあり方を振り返
り、考え、気づき、成長することを後
押しするツールの１つとしてポート
フォリオを捉え、課外活動や定期考
査、模擬試験、学校行事の振り返り
で活用

【育成】
▶SGH＊4の活動の一環として、課
題研究に全生徒が取り組むほか、
台湾（２年次全員参加）や、フィリピ
ン、アメリカ・ボストンでの海外研修

（１・２年次選抜制）を実施
【評価】
▶2017年度の定期考査から、全
教科で必ず１問は思考力・判断力・
表現力を測る問題を出題するように
した

【育成／評価】
▶SGH活動の自己評価（年３回）
や、課題研究のまとめとして作成す
る「学びの報告書」などをポートフォ
リオに蓄積
▶多様な経験を振り返り、「自分は
どのように成長を遂げたのか」を他
者に伝わるようにまとめる表現力の
育成にも力を入れている

【育成】
▶自校の高校入試において、思考
のプロセスを記述させる問題を多く
出題
▶これまで以上に確かな記述力を
育成するよう、教科ごとに授業を改
善。例えば現代社会では、高校１年
生の冬休み課題に、「2018年はこ
ういう年になる」というテーマのコラ
ム執筆（250字程度）を課す

【育成／評価】
▶進学コースでは、定期考査や模
擬試験、各教科の成果物をファイ
ルにとじるポートフォリオの作成をこ
れまでも行ってきている
▶今後は、課外活動や個人的な活
動についてもポートフォリオの取り
組み範囲を広げていく
▶そのためのしくみとして、１学年か
らeポートフォリオを導入

英語４技能の育成と評価

【育成】
▶４技能別のCAN-DOリストを作成
し、各時期の到達度目標を明確化。最
終到達目標はCEFR＊3のB1に設定
▶１年次の秋に2泊3日で「イングリッ
シュ・セミナー」を実施。学校紹介など
のスピーチを行うことで４技能への生
徒の意識を高める
【評価】
▶１年次６月、12月（全員）、2年次12
月（全員）、3年次6月（希望者）に外部
英語検定試験を受検

【育成】
▶英語４技能を総合的に伸ばすよう
に授業を工夫。例えば、全体での音
読→要点を英語で説明し合うペア
ワーク→説明内容を英文で書く個
人ワーク→その英文をグループで回
し読みし、感想を英語で伝えるなど
【評価】
▶1、2年次に外部英語検定試験を
全員受検。2018年度からはスピー
キングを加えた４技能で受検

【育成】
▶各学年の４技能別のCAN-DOリ
ストを作成し、３年間の達成目標を
明確化している
【評価】
▶2018年度から外部英語検定試
験の１年次全員受検をスタートさせ
る予定

【育成】
▶2015年度から広島県教育委員
会の学びの変革パイロットハイス
クールとして研究指定を受け、ICE
モデルを取り入れた独自の授業デ
ザインにより組織的に授業づくりを
推進。知識をつなげ、新たな価値を
提案するところまで、学びの質を高
めることをめざしている
【評価】
▶ICEモデルのE（応用、広がり）
フェーズの問題を定期考査でも出題

【育成／評価】
▶2017年度にeポートフォリオを一
定期間、試験的に導入
▶個人のリフレクションだけでなく、
グループでのリフレクションを活性
化させるしくみを模索中

設立：1897年
生徒数：１学年約280人
大学合格実績：東 北 大 、茨 城
大、筑波大、東京大、慶應義塾
大、上智大、中央大、東京理科
大、東洋大、日本大、法政大、明
治大、立教大、早稲田大など

長野県
上田高校
設立：1900年
生徒数：１学年約360人
大学合格実績：東 北 大 、東 京
大、東京外国語大、東京藝術
大、信州大、大阪大、慶應義塾
大、中央大、法政大、明治大、立
教大、早稲田大など

京都府
京都産業大学
附属中学校・高校
設立：2007年
生徒数：１学年約380人
大学合格実績：京 都 大 、大 阪
大、神戸大、京都府立大、明治
大、中央大、関西大、京都産業
大、近畿大、同志社大、立命館
大、龍谷大など

広島県立
　園北高校
設立：1983年
生徒数：１学年約320人
大学合格実績：九州 大 、愛 媛
大、広島大、岡山大、山口大、島
根大、神戸大、京都大、広島市
立大、県立広島大、広島工業
大、広島修道大、広島女学院
大、安田女子大、広島国際大、
近畿大など

＊1 思考力・判断力・表現力等　＊2 主体性を持って多様な人 と々協働して学ぶ態度　＊3 ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Referrence for Languages）　＊4 スーパーグローバルハイスクール
※下妻第一高校、上田高校、京都産業大学附属中学校・高校の取り組みは、ベネッセ教育総合研究所「VIEW21」2018年４月号掲載記事より抜粋したもの  

　
高
大
接
続
改
革
の
中
で
高
校
に
は
、

知
識
の
蓄
積
に
偏
る
こ
と
な
く
、
活
用

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
授
業
へ
と
転

換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
知
識
の
蓄
積
は
自
己
完
結
す
る
学
び

で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
な
く
し
て
い

く
、言
わ
ば〝
先
細
り
す
る
学
習
〞で
す
。

一
方
、
知
識
の
活
用
は
、
習
っ
た
こ
と

を
他
者
に
対
し
て
ど
う
生
か
す
か
を
考

え
る
、〝
末
広
が
り
の
学
習
〞で
す
。
こ

れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
主
体
性
や
思
考
力
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
必

要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力
が
育
成
さ
れ

ま
す
。

　
加
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
は
、
論

拠
を
持
っ
て
自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
知
識
の
活
用
に
よ

り
他
者
を
意
識
し
た
授
業
を
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
考
え
を
積
極
的
に
述
べ
る

姿
勢
が
育
つ
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、本
校
で
は
、

２
年
前
か
ら
I
C
E
（
ア
イ
ス
）
モ
デ

ル
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
カ
ナ
ダ
で
開
発
さ
れ
た
学

習
・
評
価
モ
デ
ル
で
、
I
は
考
え
・
基

礎
知
識
、（Ideas

）、
C
は
つ
な
が
り

（Connections

）、
E
は
応
用
・
広
が

り
（Extensions

）
を
意
味
し
ま
す
。

例
え
ば
日
本
史
で
は
、「
I
：
享
保
の

改
革
は
何
年
の
出
来
事
で
す
か
？
」

「
C
：
江
戸
幕
府
が
2
6
0
年
も
続
い

た
の
は
、
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」

「
E
：
幕
府
が
財
政
危
機
で
す
。
あ
な

た
が
老
中
だ
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す

か
？
」
と
な
り
ま
す
。
I
、
C
は
自
己

完
結
し
ま
す
が
、
E
は
外
界
や
他
者
に

働
き
か
け
る
可
能
性
を
拓
き
ま
す
。

　
授
業
設
計
で
は
最
初
に
E
の
問
い
か

ら
つ
く
り
ま
す
。
各
単
元
の
学
習
が
最

終
的
に
知
識
の
活
用
へ
と
つ
な
が
る
よ

う
に
展
開
を
組
み
立
て
る
た
め
で
す
。

　
定
期
考
査
の
問
題
も
変
え
ま
し
た
。

E
の
問
い
を
、
各
教
科
１
割
程
度
は
入

れ
て
い
ま
す
。
大
学
入
試
問
題
も

I
C
E
で
問
い
を
分
類
し
、
各
大
学
の

出
題
傾
向
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一

番
の
変
化
は
も
の
ご
と
を
う
の
み
に
せ

ず
、
質
問
す
る
生
徒
が
増
え
て
き
た
こ

と
で
す
。統
計
表
を
使
っ
た
授
業
で
は
、

生
徒
か
ら
「
そ
の
数
値
は
本
当
で
す

か
？
」
と
出
典
確
認
の
質
問
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
講
演
会
に
来
ら
れ

た
外
部
講
師
の
方
は
、
生
徒
か
ら
の
質

問
の
多
さ
に
驚
か
れ
ま
す
。
主
体
的
に

も
の
ご
と
を
考
え
る
姿
勢
が
育
っ
て
い

る
こ
と
の
表
れ
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
や
り
方
を
変
え
る
こ
と
は

大
変
な
労
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
生
徒
を
育
て
る
こ
と
が

未
来
の
日
本
を
活
気
づ
け
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

右ページで紹介した授業改善以外に、高校では入試改革を見据えた取り組みがすでに始まっている。

取材・文・撮影／本間学


